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講
　
座

企
業
支
援
の
手
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

前
橋
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
「
新
し

い
時
代
の
起
業
支
援
と
企
業
支
援
～

目
指
せ
！
地
域
の
活
性
化
！
」
を
開

催
。全
国
で
活
躍
中
の
講
師
を
招
き
、

企
業
支
援
の
成
功
例
を
交
え
な
が
ら
、

企
業
の
強
み
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
２
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分

～
３
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

申
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
産
業
政
策
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
９
８
３
へ

若
者
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

学
生
や
若
者
の
就
職
成
功
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
親
が
学
ぶ
子
ど
も
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
１
月
20
日
㈪
午
後
７
時
～
９
時

会
場
＝
市
役
所

対
象
＝
子
ど
も
の
就
職
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
家
族
、
先
着
20
人

□
基
本
を
押
さ
え
る
！
内
定
獲
得
ノ

ウ
ハ
ウ
講
座

日
時
＝
１
月
22
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時

会
場
＝
市
役
所

対
象
＝
就
職
活
動
中
の
学
生
・
既
卒

者
、
先
着
20
人

内
容
＝
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
面
接
対
策
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

申
以
上
の
２
つ
は
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
２
７
―
２

３
３
―
２
３
３
０
へ

口
腔
・
栄
養
に
関
す
る
講
座

「
楽
楽
食
講
座
」
を
開
催
。
介
護

予
防
や
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
講
話
、

調
理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
・
20
日
の
木
曜
２

回
、
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
60
歳
以
上
、
先
着
25
人

費
用
＝
６
０
０
円

申
１
月
６
日
㈪
～
29
日
㈬
に
介
護
高

齢
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
１
３

３
へ老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

（
ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
60
歳
未
満
）

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
５
２
―
３
０
７
７

□
紅
洋
花
舞
踊
シ
ョ
ー

日
時
＝
１
月
22
日
㈬
午
後
０
時
30
分

～
１
時
30
分

□
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
時
＝
１
月
29
日
㈬
午
後
１
時
～
２
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

申
１
月
15
日
㈬
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
個
別
相
談

日
時
＝
〈
①
お
口
と
栄
養
〉
１
月
27

日
㈪
午
前
10
時
30
分
～
正
午
〈
②
心

配
ご
と
〉
１
月
30
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
①
は
先
着
４

人
②
は
先
着
３
人

申
１
月
14
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
３
３
─
２
１
２
１

□
森
久
美
子
＆
ザ
・
太
陽
新
春
歌
謡

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時
＝
１
月
18
日
㈯
正
午
～
午
後
２
時

□
前
橋
高
大
道
芸
部

日
時
＝
１
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
２
時

□
大
正
琴「
レ
モ
ン
」演
奏
会

日
時
＝
１
月
31
日
㈮
午
前
11
時
30
分

～
午
後
０
時
10
分

□
一
日
教
室

日
時
＝
〈
①
健
康
ス
ポ
ー
ツ
〉
１
月

23
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
〈
②
体
を

ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
〉
１
月
24
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
30
人

用
意
す
る
物
＝
①
は
体
育
館
履
き
②

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
①
は
１
月
９
日
㈭
②
は
１
月
10
日

㈮
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
５
―
３
８
０
１

□
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
１
月
９
日
㈭
午
前
10
時
30
分

～
正
午

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

用
意
す
る
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
か
ス
リ

ン
グ
、
体
温
計

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
１
月
15
日
㈬
午
前
10
時
30
分

～
正
午

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
以
上
の
２
つ
は
１
月
６
日
㈪
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
へ

□
新
春
の
つ
ど
い
「
紅
洋
花
舞
踊
シ

ョ
ー
」

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
前
11
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
８
８
―
６
１
１
３

□
各
種
教
室

日
時
＝
〈
①
初
め
て
の
「
タ
イ
式
ヨ

ガ
」〉
１
月
22
日
㈬
午
後
２
時
～
３

時
〈
②
羊
毛
で
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ

う
〉
１
月
30
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
〈
③
腸
と
健
康
〉
１
月
28

日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20
人

申
１
月
７
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン

日
時
＝
１
月
17
日
㈮
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

対
象
＝
首
が
据
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
10
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
１
月
６
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
―
２
６
１
―
０
８
８
０

□
新
春
「
双
葉
ま
さ
ゆ
き
」
歌
謡
シ

ョ
ー

日
時
＝
１
月
12
日
㈰
正
午
～
午
後
１

時
30
分

□
朝
日
が
丘
幼
稚
園
お
遊
戯
発
表
会

日
時
＝
１
月
21
日
㈫
午
前
11
時
～
正
午

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う

日
時
＝
１
月
29
日
㈬
午
前
10
時
30
分

～
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

用
意
す
る
物
＝
体
育
館
履
き

申
１
月
７
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接税

第
３
日
曜
は
納
税
相
談
窓
口

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
19
日
㈰
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２

３
３

国保税の特別徴収を実施
国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）を行います。仮徴収税額は平成 25 年度

の税額を基に算出します。
対象＝次の全てを満たす人。①世帯の国保加入者が全員 65 歳以上 74 歳未満②世帯主が
国保加入者③世帯主の年金受給額が年額 18 万円以上④介護保険料との天引き合算額が年
金受給額の２分の１を超えない
徴収月＝下表のとおり
□納付方法の選択

対象者は、国保税を口座振替でも納付できます（納付書払いへの変更は不可）。希望する
人は、市役所国民健康保険課か各支所で手続きを行ってください。

また、新しく口座振替を希望する人や、口座の変更を希望する人は、別途金融機関への
申し込みが必要です。
問国民健康保険課☎027―898―6250

土曜日は詩人になる日 Part2
文学館講座「土曜日は詩人になる日 Part  

2」を開催。第 18 回萩原朔太郎賞受賞者で
詩人の小池昌代さんを講師に招き、詩を書
いて読んで味わいます。
日時＝２月 22 日・３月１日・８日の土曜３
回、午後２時～３時 30 分
対象＝詩を書いたことがない人、20人（抽選）
申１月 24 日㈮（必着）までにハガキで。講 
座名・住所・氏名・電話番号を記入し、〒
371―0022 千代田町三丁目 12―10・前橋文
学館（☎027―235―8011）へ。またはmaeb 
ungaku@maebashi-cs.or.jp で

国民健康保険税徴収月
対象者 仮徴収 本徴収

①平成25年度特別徴収の人
②平成25年４月２日～10月１日に要件を満たした人 ４・６・８月

10・12月
平成27年２月平成25年10月２日～12月１日に要件を満たした人 ６・８月

平成25年12月２日～平成26年２月１日に要件を満たした人 ８月
※対象者へは事前に「国民健康保険税特別徴収開始兼仮徴収額決定通知」を郵送します。
　�なお、現在、特別徴収の人の仮徴収税額は平成26年２月に徴収する税額と同額です。改めて仮徴収税額を
お知らせすることはありません。

詩の世界を味わいませんか

詩人・小池昌代さんの分かりやすい講義

対象者へは事前に通知します


